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広 報
.2酉...12月定例市議会の結果

.3面…実跨型防災訓練を実施

・4・5面…市職員の給与状況と

市の財政状況を公表

主な 内 容

-編集

阪
神
・

淡
路
大
震
災
は、

こ
れ
ま
で
の
想
像
を
超
え
る
多
く
の
教
訓
を
残
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
地
震
防
災
対
策
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
地
鼠
防
災
計

画
(地
震
対
策
編
)
」
の
全
面
的
な
見
直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
作
業
が
完

3
し
、
こ
の
一
月
十
七
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
新
し
い
計

画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
ご
家
庭
で
の
防

災
対
策
を
男
直
し
、

地
震
を
迎
え
撃
つ
準
備
を
整
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

窃'2)<り窪

計
画
の
特
色
は

ど
の
協
力
を
組
み
入
れ
た

2

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
課

題
へ
の
対
応
・
:
初
動
体
制
、
初

期
情
報
の
収
集
、
災
害
弱
者
、

安
否
情
報
、
避
難
生
活
の
長
期

化
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
た

3

予
防
対
策
の
重
点
的
整
備

.
・
・
都
市
基
盤
や
地
域
防
災
体
制

の
整
備
な
ど
、
予
防
対
策
の
整

備

・
充
実
に
重
点
を
位
い
た

地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組

み
・
:
市
民
、
自
主
防
災
組
織、

民
間
間
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

昨
年
8
月
の
防
災
訓
練
で

(中
央
は
阪
神
・
淡
路
大
災
災
の
被
災
地
で
)

計
画
の
概
要
は

践
的
な
訓
練
な
ど
に
よ
り
、

地

域
防
災
体
制
を
整
備
し
ま
す

。
災
害
弱
者
の
事
前
把
握
、
避

難

・
救
助
、
避
難
後
の
ケ
ア
な

ど
、
災
害
弱
者
対
策
の
整
備
を

地
域
と
市
が
協
力
し
て
行
い
ま

す。
市
民
の
備
蓄
の
徹
底
、
備
蓄

口聞
の
拡
充
、
分
散
備
替
や
流
通

備
蓄

(業
者
と
の
協
定
)
の
拡

大
な
ど
に
よ
り
、
平
常
時
か
ら

食
糧
や
生
活
物
資
を
確
保
す
る

体
制
を
聴
講
し
ま
す

。
市
民
、
市
職
口
、
事
業
所
、

学
校
な
ど
に
対
す
る
知
識
の
普

及
や
笑
践
的
訓
練
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、

意
識
の
高
揚
と
技
術

の
習
得
な
ど
を
幽
り
ま
す

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
、
主
に
次
の
よ
う
な
予

防
対
策
を
進
め
ま
す
。

。
道
路
や
公
固
な
ど
都
市
基
盤

の
整
備
を
防
災
化
の
観
点
か
ら

総
合
的
に
進
め
ま
す

。
避
難
施
設
と
な
る
学
校
や
公

民
館
な
ど
の
耐
震
化
、
機
器
や

設
備
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

防

災
機
能
を
強
化
し
ま
す

〈

Y
警
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
海

抜
表
示
板
の
設
位
、
実
践
的
な

訓
練
な
ど
に
よ
り
、
津
波
災
害

の
防
止
・
軽
減
を
図
り
ま
す

。
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
実

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
得

て
行
い
ま
す

。
飲
料
水
、
食
糧
、
生
活
物
資

な
ど
は
供
給
体
制
を
速
や
か
に

整
え
、
関
係
同
体
や
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
協
力
を
得
て
必
要

な
供
給
を
行
い
ま
す

。
負
傷
者
な
ど
は
臨
時
救
護
所

(日
か
所
)
を
設
置
し
対
応
す

る
と
と
も
に
、
必
婆
な
と
き
は

市
外
の
病
院
や
自
衛
隊
な
ど
へ

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
市

や
関
係
機
関
等
は
主
に
次
の
よ

う
に
応
急
対
策
を
行
い
ま
す
。

O
「
震
度
5
強
」
以
上
の
場
合

に
は
災
害
対
策
本
部
が
自
動
的

に
設
置
さ
れ
、

市
職
員
は
所
定

の
場
所
に
自
動
参
集
し
ま
す

。
市
民
は
、
ま
ず
厳
寄
り
の
公

園
、
空
き
地
、
校
庭
な
ど
に
自

主
的
に
避
難
し
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
は
避
難
薄
叫
、
初
期
消

火
、
救
出

・
救
護
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。
延
焼
の
危
険
が
あ
る

と
き
は
広
域
避
難
場
所

(6
か

所
)
へ
避
難
し
ま
す

。
被
災
者
に
対
し
、

小
中
学
校

な
ど
に
避
難
施
設
を
開
設
し
ま

す
。
運
営
は
、
施
設
管
理
者
や

教
職
員
、
自
主
防
災
組
織
や
ボ

協
h
H
を
災
前
し
ま
す

。
火
災
に
は
現
打
消
防
力
の
全

機
能
を
発
揮
し
て
対
応
す
る
と

と
も
に
、
他
都
市
や
自
衛
隊
に

応
援
を
裂
前
し
ま
す
。
津
波
の

危
険
が
あ
る
と
き
は
広
報
や
避

難
誘
導
を
行
い
ま
す

。
交
通
規
制
や
被
災
地
の
安

全
・
秩
序
の
維
持
な
ど
は
、
県

笹
察
が
附
係
機
関
の
協
力
の
も

と
に
総
力
を
挙
げ
て
行
い
ま
す

O
仮
設
ト
イ
レ
は
、
避
難
施
設

な
ど
に
速
や
か
に
設
置
し
、

ご

み
・

し
尿
処
理、

防
疫
体
制
も

い
期
に
盤
、
え
ま
す

O
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
は

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
基
づ
き
、

市
と
述
拠
し
な
が
ら
応
急
対
応

と
早
期
復
旧
に
祭
め
ま
す

。
被
災
し
た
公
共
施
設
や

一
般

住
宅
に
は
応
急
危
険
度
判
定
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、

仮
設
住
宅

は
候
補
地
を
事
前
に
選
定
す
る

な
ど
ヰ
期
辿
設
に
努
め
る
と
と

も
に
、

住
宅
情
報
の
提
供
な
ど

も
行
い
ま
す

。
応
急
対
策
に
あ
た
り
、
本
市

の
み
の
対
応
が
困
難
な
と
き
は
、

相
互
応
援
協
定
都
市
、
県
外
門

治
体
、
自
衛
隊
、
県
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
応
援
協
力
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ

体
制
を
盤
、
え
ま
す

。
被
災
者
に
対
し
て
は
、

臨
時

相
談
窓

μ
の
開
設
、
市
税
等
の

減
免
、
議
按
金
の
早
期
配
分
、

り
災
証
明
智
の
発
行
な
ど
に
よ

り
生
活
躍
護
を
行
い
ま
す

詳
し
い
内
容
は

計
画
啓

(地
震
対
策
編
)
は
、

各
自
治
会
に
お
配
り
す
る
と
と

も
に
、
公
民
館
、
図
令
館
、
市

役
所
三
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
に
閲
覧
用
と
し
て
配
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
公
民
館
に
は
計

画
性
の
概
要
版
も
用
意
し
ま
し

た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地

良
防
災
計
画
室
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

。
地
震
防
袈
計
画
室

(
内
線
6

3
8
)
 

昨年10月に)'l森で開似された学校政栄

クラブの甲子園とも言 える大会で、最優

秀に輝いた尚校生たちにインタビューし

ました。 取材は平盛孝子さん(南原)

お
か
ら
で
前
け
た

「
ヘ
ル
シ

ー
た
く
あ
ん
」
で
、
円
本
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
県
立
平
塚
農
業
高

校
の
聞
芸
科
学
研
究
班
の
み
な

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

H
本
の
伝
統
食
品
で
あ
る
た

く
あ
ん
を
、
捨
て
ら
れ
る
こ
と

の
多
い
大
山
立
腐
の
お
か
ら
で

前
け
る
と
い
う
、
廃
物
利
用
と

地
域
性
も
考
え
た
ア
イ
デ
ア
製

品
で
す
。
微
生
物
の
働
き
や
発

酵
の
具
合
、
ま
た
味
の
浸
透
を

良
く
す
る
た
め
サ
ポ
ニ
ン
と
い

う
成
分
が
含
ま
れ
る
キ
キ
ョ
ウ

の
根
を
加
え
る
な
ど
、
よ
り
科

学
的
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
八
人
の
メ
ン
バ
ー
の
す
ば

ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
出
来

上
が
っ
た
こ
の
た
く
あ
ん
は
、

共
み
が
少
な
く
味
は
ま
ろ
や
か

で
お
い
し
い
、
と
試
食
を
し
た

人
た
ち
に
も
大
好
評
。「
塩
分

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ

と
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
リ
ー

ダ
ー
の
内
田
と
み
子
さ
ん
(三

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

年
)
。
失
敗
に
失
敗
を
霊
ね
出

来
上
が
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

の
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。「
地
元
の
特
産

品
と
し
て
商
品
化
さ
れ
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
申
し
上
げ
る
と

み
な
さ
ん
に
っ
こ
り
。
明
る
い

笑
顔
は
研
究
へ
の
自
信
と
誇
り

に
腕
い
て
い
て
、
実
現
す
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

同
校
は
昨
年
ゑ
菌
優
秀
賞
、

一
昨
年
は
最
優
秀
賞
と
、
先
輩

か
ら
後
輩
へ
研
究
の
意
欲
が
受

け
継
が
れ
て
い
て
、
す
ば
ら
し

い
伝
統
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
ス
ラ
イ
ド
で

の
発
表
に
加
え
、
資
料
も
務
査

の
対
象
に
な
っ
た
と
坊
叫
の
松

山
先
生
。
そ
の
分
厚
い
資
料
は

部
員
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
先
生
の
熱
設
と
温
か
い
ご

指
噂
の
結
品
だ
思
い
ま
す
。

校
内
予
選
、
県
大
会
、
関
東

大
会
を
経
て
全
国
大
会
と
、
そ

れ
は
ま
さ
に
民
業
研
究
の
甲
子

闘
で
す
。
夏
休
み
も
返
上
し
て

頑
張
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
栄

冠
を
勝
ち
得
た
の
で
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
パ
ワ
l
に
圧
倒

さ
れ
た
取
材
で
し
た
が
、
そ
れ

以
上
に
若
者
の
品
業
に
取
り
組

む
其
し
な
姿
勢
に
胸
を
打
た
れ

ま
し
た
。

• 
取材に応じてい た だい た研 究班のメ ンバ

ー。前 列中央 がリーダーの内 田 さん
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田
さ
ん
以
外
は
引
き
続
き
)

・
沖
ゆ
キ
ヨ
さ
ん

(大
判
2
7

5
1番
地
)

・
原

一
雄
さ
ん
(
入
野
1
8
6

番
地
の
3
)

-
細
野
冴
子
さ
ん

(夕
陽
ケ
丘

肝
番
目
号
)

・
水
品
点
さ
ん

(七
出
2
1
8

8
番
地
)

・
森
田
健
さ
ん

(黒
部
丘
却
番

4
号
)

-

一
般
会
計
補
正
予
算
・
:
今
回

の
補
正
額
は
八
億
三
千
六
百
九

十
九
万
九
千
円
で
、
こ
れ
を
加

え
た

一
般
会
計
の
予
詐
額
は
七

百
六
十
三
億

一
千
二
百
四
十
五

万
四
千
円
と
な
っ
た
。
主
な
内

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

昆

十

一
月
十
八
日
開
会
さ
れ
た

市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十

二
月
十
八
日
審
議
を
終
え
附
会

さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は

「幼
稚
園
の
保

育
料
を
改
正
す
る
条
例
」
や

「一

般

・
特
別
会
計
補
正
予
算
」

な
ど
二
十
九
議
案
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
税
の
引

き
上
げ
見
送
り
を
政
府
に
求
め

る
な
凡
杵
を
、
会
会

一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
特
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

av平
塚
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
:
・

住
民
票
等
の
諸
証
明
、
お

よ
び
税
務
関
係
の
証
明
等

に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て

平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら

引
き
上
げ
改
定
を
行
、
つ
も

の
。
住
民
票
の
写
し
の
発

行
手
数
料
は
現
在
の
二
百

円
か
ら
三
百
円
に
な
る

0

.
平
壌
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料

等
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
・
・
・
市
立
幼

稚
園
の
入
国
科
、
お
よ
び
保
育

料
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら
引
き
上
げ
改
定
を
行

う
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、
入
園

料
は
現
有
の
四
千
円
が
八
千
円

に
、
保
有
料
は
現
在
の
刀
額
八

千
円
が

一
万
二
千
円
に
な
る
。

.
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

(森

容
は
次
の
と
お
り

0

・
不
足
が
見
込
ま
れ
る
小
児
医

療
助
成
純
資
や
、
生
活
保
波
法

に
基
づ
く
扶
助
裂
の
追
加

・
接
種
人
民
の
増
加
に
伴
、
っ
予

防
接
種
関
係
経
費
や
、
老
人
保

健
事
業
関
係
経
費
の
追
加

・
県
施
工
の
鈴
川
改
修
に
伴
う

一
本
橋
川
市
け
伴
え
事
業
の
道
路

代
理
者
負
判
蚕
を
知
世

・
城
山
公
民
館
新
築
に
伴
、
つ
初

度
調
弁
貨
を
措
置

一市
・
県
民
税
の
申
告
ーを

受付期間 2 月 3 日 ~3 月 17 日

市民税課 (内線269)

市

・
県
民
税
の
申
告
の
受
け

付
け
は
、

二
月
三
円
(月
)
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

三
月
に
入
る
と
慾
U
が
混
雑

し
ま
す
の
で
「
申
告
牲
の
骨
き

芝
や
「
前
年
の
控
え
」
な
ど

を
参
与
に
し
て
お
口
十
め
に
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
告
が
必
要
な
人
は

平
成
九
年

一
月

一
日
現
在
、

暑
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぉ

・
無
料
相
談
の
ご
利
用
を

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
税
理
士
会
平
探
支
部
で
は
、

.
所
得
税
の
特
別
減
税

碓
定
巾
告
の
無
料
相
談
を
行
い

平
成
人
年
分
の
所
持
税
に
つ
ま
す
。

い
て
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
マ
還
付
相
談

申
告
に
よ
っ
て
特
別
減
税
が
適
・
日
程

2
月
4
日
(
火
)、

5

用
さ
れ
ま
す
。

日
(
水
)

・
給
与
収
入
金
額
が
二
千

万

円

・

時

間

午
前
9
時
却
分
i
正

を

超

え

る

人

午

、

午

後

1
時
1
3時
却
分

・
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調
マ
小
規
模
事
業
者
の
相
談

整
を
受
け
な
か
っ
た
人
や
、
退

・
円
程

2
刀
げ
日
(月
)、
国

職

所

得

の

あ

る

人

目

(

火

)、
四
日
(水
)

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

・
時
間
午
前
9
時
泊
分
i
正

あ

る

人

な

ど

午

、

午

後

1
時
i
3時
却
分

※
特
別
減
税
額
は
、
所
得
税
額
※
会
場
は
い
ず
れ
も
ひ
ら
つ
か

の
日
%
相
当
額

(故
防
五
万
円
)

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
会
議
室

(M
N

が

控

除

さ

れ

ま

す

ピ

ル

日

附

)

躍
居
申
告
⑫
準
備
肱

お
問
い
合
わ
せ
は
平
塚
税
務
署
へ

。
受
付
期
間

2
月
げ
日
(
月
)

1
3月
口
日
(
月
)

-
申
告
の
必
要
な
人
は

マ
事
業
所
特
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
人
で
、
各
砲
の
所
得

金
額
の
合
計
が
扶
養
控
除
等
の

所
得
控
除
額
を
超
え
て
い
る
人

マ
給
与
所
得
の
あ
る
人
で

・
平
成
八
年
中
の
給
与
の
収
入

金
孤
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人

.
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
一一
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人

-
還
付
を
受
け
る
人
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
械
賀
控

除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な

ど
の
あ
る
人
や
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ
の
人

は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
が
で
き
ま
す
。

泣
付
申
告
は
一
月
か
ら
税
務

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
税
務
署

へ
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
次
の
人
で
す
。

マ
昨
年
中
に
給
与

・
事
業
・
民

業
お
よ
び
そ
の
他
の
所
得
が
あ

っ
た
人

マ
大
工

・
左
官
な
ど
の
日
届
い

賃
金
の
あ
っ
た
人

マ
年
金
や
恩
給
な
ど
の
あ
っ
た

人
な
お
、
平
成
九
年

一
月

一
日

現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
人

で
も
市
内
に
家
屋
敷
や
府
舗
、

事
務
所
等
を
所
有
し
て
い
る
人

は
申
告
が
必
姿
と
な
り
ま
す

0

.
給
与
所
得
者
で
申
告
の
必
要

な
人
は

マ
市

・
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

特
別
土
地
保

有
税
の
申
告

特
別
土
地
保
有
税
は
、
土
地

の
取
得
、
保
有
に
か
か
る
税
金

で
す
。

マ
対
象

①
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に

一

千
平
万
灯
以
上
の
土
地
、
ま
た

は
市
街
化
区
域
内
に
三
百
三
十

平
方
針
以
上
の

一
団
の
土
地
を

所
有
す
る
方

(中
告
納
付
期
限

は
5
汀
幻
日
)

引
き
さ
れ
ず
、
例
人
で
納
付
す

る
人
。
た
だ
し
、
勤
務
先
か
ら

給
与
文
払
報
告
昨
日
が
市
に
提
出

さ
れ
て
い
る
場
合
は
不
要
で
す

マ
こ
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
て
い
る
人
や
、
給
与
以
外
に

も
所
得
が
あ
る
人
で
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
な
い
人

マ
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
そ
の

後
就
職
し
て
い
な
い
人

マ
榔
・
品
分
離
課
税
を
選
択
し
て

い
る
株
式
の
配
当
所
得
の
あ
る

人マ
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る
人

-
申
告
が
不
要
な
人
は

マ
税
務
場
へ
確
定
申
侍
す
る
人

マ
給
与
所
得
者
で
ほ
か
に
収
入

が
な
く
、
市

・
県
民
税
が
給
与

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

-
保
険
料
な
ど
の
控
除
は

昨
年
中
に
病
気
な
ど
で
考
仙

の
医
療
針
を
支
払
っ
た
り
、
凶

民
他
山肌
保
険
税
や
生
命
保
険
料

な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
申

告
に
よ
り
控
除
さ
れ
ま
す
。

-
申
告
に
必
要
な
も
の
は

マ
申
告
啓
と
印
鑑

マ
源
泉
徴
収
川
町
か
給
与
明
細
性

な
ど

マ
収
入
経
費
の
分
か
る
帳
簿
や

支
払
調
件
、
領
収
告
な
ど

マ
昨
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
性
や
生
命
保
険
料
の
支

払
証
明
智
な
ど

②
1
月
1
目
、
ま
た
は
7
月
1

円
を
基
準
日
と
し
て
、
基
準
日

前

一
年
間
に
合
計
で
市
内
に

一

千
平
方
訂
以
上
の
土
地
を
取
得

さ
れ
た
方
(
申
告
納
付
期
限
は

2
月
末
日
、
ま
た
は
8
月
白
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(内
線
2
9
0)

償
却
資
産
の
申
告

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
毎
年

一
月

一
日

現
在
の
償
却
資
産
を

一
月
三
十

一
日
ま
で
に
巾
惜
し
て
い
た
だ

A'還
付
申
告
は

二
月
一-一

H
か
ら
所
得
税
の
還

付山
山
けを
受
け
付
け
ま
す
。
十

七
日
以
降
は
大
変
込
み
合
い
ま

す
の
で
申
告
は
お
早
め
に
。

-
巡
回
の
申
告
受
付
と
相
談

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
市

枝
川
市
民
ホ
ー
ル
以
外
に
次
の

会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

マ

u程
・
会
場

・
2
月
初
口
(木
)盟
国
公
民
館

.
2
月
幻
日
(金
)
神
田
公
民
館

.
2
月
お
日
(火
)
吉
沢
公
民
館

.
2月
お
日
(火
)
城
島
公
民
館

.
2
月
初
日
(水
)金
田
公
民
館

.
2
M川
訂
口
(木
)旭
北
公
民
館

.
2月
お
日
(
金
)
金
自
公
民
館

.
3
月
4
日
(火
)岡
崎
公
民
館

マ
時
間
午
前
9
時
5
日
時
却

分

(
た
だ
し
、
城
島
公
民
館
は

午
後
2
時
1
4時
)

-
申
告
の
観
明
会

川
町
・
市
・
平
塚
税
務
折
合
同

の
巾
止
口
説
明
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
H
時

2
月
3
H
(月
)
午
後

2
時
1
4時

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
会
議
室

(M
Nピ
ル
日
階
)

マ
内
容
所
得
税
、
消
費
税
、

耶
業
税
、
住
民
税
の
申
侍
牲
の

件
き
方

※
今
凶
か
ら
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
の
た
め
の
説
明
も
行

い
ま
す

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

血門
期
限
が
近
づ
く
と
窓
円
が
混

雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
二

十
日
(
月
)
ま
で
に
申
告
を
。

マ
対
象

土
地
・
家
屋
を
除
く

事
業
用
有
形
資
産

(備
品
・

工

具
・
機
械
装
位
な
ど
)
で
、
そ

の
減
価
償
却
授
が
所
得
計
算
上

損
金
、
ま
た
は
必
要
経
費
と
し

て
算
入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が
謀

せ
ら
れ
て
い
る
車
両
は
除
く

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係

(内
線
2
9
1)

わが家の防災対策を確認(連載⑪)

生活用水や消火用水を
ためておきましょう

〆
津波対策用濁掠寝示板を霞置

災宮:時には飲料はもちろ

ん、炊事や洗濯、水洗トイ

レや洗面などの白常生活や

火 災 の 初 期 消 火 な ど 、 綿 々

な場面で「水」が必裂となり

ます。

Hごろから、浴械や洗i1il
機に水をためておく習慣を

つ けておきましょう 。

平 成 5年 7月に発生した」ヒ海道南西沖地提では、奥尻ぬを中心に市波によ

り大きな被~を.~けました。

そこで、津波に 対する訟識を高めていただくとともに、避難経路の官n函な

どに役立てていただこうと、海抜

袋示板を 設i丘しました。

なお、この表示板は点京電力側

の協力により、市内160か所の電柱

に放置しました。

[>設位場所 J R束 海 道 線 の 南 側

地区、相模川・ 金目川沿いの地

区、市内55か所の巡部!~施設

じ〉担当 防災課(内線357)
防災謀(内線357)。 担当

23-1 1 1 1・35-111 1 (内線番号を交換手へ)
23-9467 (担当課名のご記入を)
〒254平塚市浅間町9番1号(担当課名のご記入を)

-電話
.FAX 
・住所

平塚市役所お問い合わせ・お申し込みは市役所ヘ
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見学は自由、ぜひご来場ください

平
塚
の
中
世
近
世
絵
-品

旬
日
か
ら
博
物
館
で

第591号

史
料
展

「平
塚
の
中
世
近
世

絵
凶
」
が
、

一
月
十
八
円
か
ら

二
十
六
日
ま
で
、
博
物
館
特
別

展
示
室
で
聞
か
れ
ま
す
。

教
育
委
口
会
で
は
、
平
成
四

年
度
か
ら
五
か
年
計
阿
で
「
平

塚
市
中
世
近
世
絵
画
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
来
、

数
多
く
の
絵
画
が
寺
社
に
伝
わ

広報ひらつか回

揖
貝原藤

蔵

山
川
町
ん

明
音

図

神

勝

大

迦

箪

阜

t

釈

信

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
史
料
展
は
、
こ
の
調

査
で
得
ら
れ
た
成
果
の

一
部
を

公
開
す
る
も
の
で
す
。
特
段
は

日
に
触
れ
に
く
い
も
の
ば
か
り

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

マ
時
間
午
前
9
時
1
午
後
5

演
劇
を
通
し
て
創
造
の
喜
び
を

ワ
E
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
聞
く

-τ‘-哩:;;.二、r二.，，} '-_ ~ 

阪神・淡路大震災を教訓に した

各種の訓練を実施する

1
月
お
日
は
文

化
財
防
火
デ
|

一
月
二
十
六
日
は
、
昭
和
二

十
四
年
に
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画

が
焼
損
し
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
日
を
文
化
財

防
火
デ
I
と
定
め
、
予
去
菌

的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
国
指
定
重
要
文

6
Hは
除
く
)、
令
日
向

※
ほ
か
に
リ
ハ
ー
サ
ル
、
発
表

公
演
あ
り

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
1
4

時
却
分

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
受
講
料

一
万
一一一
千
円
(
高

校
生
は
半
額
)

マ
申
し
込
み
方
法
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
名

(
高
校
生
の
み
)、
市
話
番
号
を

記
入
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー

-
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
演
劇
」
係

(〒
加
平
塚
市
見
附
町
日
1

1
)

へ
。
2
月刊
ω
口
締
め
切
り

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
民
セ
ン

タ
ー
宮
(詑
)
2
2
3
5

男
の
料
理
教
室

お
米
を
中
心
と
し
た
日
本
型

の
食
生
活
安
普
及
、
定
着
さ
せ
、

米
の
消
費
拡
大
を
阿
る
た
め
閉
山

の
料
理
救
護
を
聞
き
ま
す
。

今
回
は
、

肉
料
理
に
挑
戦
し

ま
す
。
哲
っ
て
ご
応
募
を
。

マ
日
時

2
月
1
日
(
上
)
午
前

O
手
ー
}

市

A
U
H
H

合公 う引なに境親み市め ニ lアと自
め民毎もき発、としな役~月 」 ルす由 rn
、館週の出想職すみさ所て七のうるなで

市な、金で すや只るゃんを J円攻 JL「 服は
の と曜 すた誌のとすに虫」か{フカ装
職の口 。め凡自といよ民たら宮イジで毎
日出目、 行を由も蹴りの円始 I、デユ執迎
は先 務金
制機 す II/Jl

怒埋 もっと親しみやすい市役所に 色2

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
演
劇
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
は
、

音
楽
に
比
べ

な
じ
み
の
薄
い
演
劇
を
、

観
る

だ
け
で
な
く
実
際
に
体
験
し
、

-

そ

の

楽

し

さ

を

知

っ

て

い

た

だ

E

こ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
回
か
ら
行
わ
れ
る
新
し
い
訓
練
内
容
は
、
参
加
者
に
即
し
た

と
し
た
実
践
型
防
災
訓
練
が
、
と
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
無
線
に
も
の
を
選
び
、
具
体
的
な
芝
居

一
月
十
七
日
(
金
)
の
午
前
九
時
よ
る
災
害
情
報
の
収
集
や
、
港
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
か
ら
、
衣
装

三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
行
わ
れ
か
ら
の
緊
急
物
資
の
輸
送
な
ど
や
迫
共
の
製
作
、
上
演
ま
で
を

ま
す
。
会
場
は
、
田
村
に
あ
る
が
あ
り
ま
す
。

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消
防
総
合
訓
練
場
と
大
神
市
民
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
指
導
は
劇
団
民
基

・
演
出
文

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
、
雨
天
の
場
救
助
資
機
材
や
、
県
L
Pガ
ス
化
部
の
郡
大
防

一
枝
さ
ん
。
対

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

協
会
に
よ
る
家
庭
用
L
Pガ
ス
象
は
高
校
生
以
上
で
、
定

μは

こ
の
訓
練
は
、
昨
年
に
引
き
地
法
防
災
機
器
の
展
示
も
行
わ

二
十
五
人
。
申
し
込
み
多
欽
の

続
き
二
回
目
と
な
る
も
の
で
、
れ
ま
す
。

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
迅
速
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

な
活
動
の
展
開
や
、
締
結
し
た
ひ
ご
米
場
く
だ
さ
い
。

ぃ
。

各
種
協
定
の
実
効
性
な
ど
を
碓
マ
担
当
防
災
課

(内
線
1
4

マ
期
日

4
月
日
日
1
7月
日

認
す
る
た
め
行
わ
れ
ま
す
。
今

3
)

日
の
聞
の
毎
週
日
曜
日

(7
月

A
司
令
a
司
令
a
司
令
。
h
V
A司
令
a
q
h
v
a司
令
。
令
。
令
。
a
V
A司
令
。
‘
V
4
h
V
A司
令
A
司
令
。
令
。
h
V
A司
令
。
h
v
a
司
令
。
‘V
A
W令
。
&
V
A可
&
v
e
h
V
Aw
h
VA
W
&
v
e
h
V
A可
&
v
e
h
v
a司
令
A
q
h
v
a
司
令
a
司
令
。
‘
V
A
w
h
V
A
w
b

時

(初
日
(月
)
は
休
館
)

化
財
の
光
明
寺
本
堂
内
の
厨
子

マ
主
な
展
示
作
品

約
塑
海
副
や
、
県
指
定
重
要
文
化
財
の
光

像
、
観
心
十
界
史
茶
雄
図
、
法
明
寺
観
音
堂

(本
堂
)
像
を
は

然
上
人
像
、
十
六
羅
漢
図
・
藤
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
財
が
あ

原
英
信
筆
、
十
王
図
・
藤
原
美
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

信
紙
(
以
上
市
指
定
重
姿
文
化
毎
年
こ
の
文
化
財
防
火
デ
1
に

財
)
、
釈
迦
湿
繋
図
・
藤
原
美
あ
わ
せ
て
、
国

・
県
・
市
の
桁

信
畿
、
十

一
面
観
音
長
茶
羅
定
重
要
文
化
財
が
防
火
基
準
に

図

・

神

田

宗

庭

笹

あ

っ

て

い

る

か

検

査

し

て

い

ま

マ
問
い
令
わ
せ
先
社
会
教
育
す
。

慨

(内
総
5
7
4)

文
化
財
は
祖
先
の
努
力
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
、
長
い
歴
史
の

な
か
を
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら

を
よ
り
よ
く
保
存
し
て
後
世
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
文
化

財
防
火
デ
ー
を
契
機
に
、
文
化

財
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、

災
む
か
ら
守
る
よ
、
?
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課

(内
総
5
2
8)

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
方
法
電
話
で
股

産
課
営
民
指
導
係
(
内
線
5
4

3
)

へ
特
設
市
民
相

談
所
を
開
設

軽
易
な
法
律
問
題
や
人
権
相

談
を
市
民
相
談
只
や
人
権
擁
護

委

μが
お
受
け
す
る

「特
設
市

消
火
桧
の
周
り
は
駐
車
禁
止

一
段
と
浪
さ
も
明
し
、
空
気

も
乾
燥
す
る
季
節
を
迎
、
え
ま
し

た
。
毎
年
こ
の
時
期
は
火
災
が

発
生
し
や
す
く
、
ま
た
発
生
す

る
と
火
の
回
り
が
U
T
く
、
対
応

の
遅
れ
が
そ
の
ま
ま
尊
い
命
や

財
産
を
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま

い
ま
す
。

消
火
情
動
の
基
本
は
、
消
火

栓
な
ど
の
消
防
水
利
の
確
保
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
周
り
に
自

動
車
な
ど
が
駐
車
し
て
あ
る
と

消
火
活
動
が
遅
れ
、
火
災
が
拡

大
し
、
被
害
も
増
大
し
て
し
ま

い
ま
す
。

市
で
は
、
消
火
栓
の
周
り
を

賀
色
の
塗
料
で
四
角
く
囲
む
な

ど
の
表
示
を
し
て
い
ま
す
。
消

火
栓
な
ど
消
防
水
利
の
近
く
に

は
駐
車
し
な
い
、
ま
た
駐
車
さ

せ
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
注
な

し
ま
し
ょ
う
。

マ
担
当
消
防
耕
特
備
謀
(
内

線
6
1
9
)

....拘置一切開UI御船 晶b.糊ー瞬間副院
1 マ n勾gτ Jt'D吻櫛働側磁路嘘宇佐寛 快'11'
8 担 V'II"'"輔掛値ψ 事司r;p ."，.踊輔悔‘W な広
)当 服で

.臓く軽ごて 2 る か 市 まわ場給た警告
只 だ に 用い 17さら民なする作食だ若く
課さ戸 のま企っすのお 。唾決. 、 函
( いを|燃す. 、ぐみ、 U な l夜 、γ'
内 。か はあを左にな職 はど療消￥ ・際
線 けお二三付胸分 さ只 除にや防主的
3 て気¥けにかんは き ~jg 現や 。 特

民
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

マ
円
時

1
月
お
日
(
木
)
午
後

1
時
泊
分

;
3時
却
分

マ
会
場
旭
南
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
戚
づ
く

り
線
市
民
相
談
係

(内
総
2
9

3
)
 

人
権
作
文
の
結
果

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
神
奈
川
県
大
会
が
行
わ

れ
、
市
内
か
ら
次
の
方
々
が
入

賞

(銅
立
以
上
)
さ
れ
ま
し
れ
J3

応
募
総
数
五
万
六
千
七
行
五
十

九
編
。

(

敬
称
略
)

・
優
秀
賞

「健
聴
者
に
負
け

な
い
で
が
ん
ば
ろ
う
」
諸
星
森

那

(平
塚
ろ
、
立
下
校
中
学
部
3

年
)

・
金
賞
「
弟
か
ら
学
ん
だ
こ

と
」
熊
深
真
希
(
土
沢
中
3
年
)

・
銀
賞

「次
性
の
蝉
け
る
時

代
」
今
村
亜
矢
子

(江
陽
中
3

年
)

・
銅
賞
「
追
わ
な
い
心
」
長

谷
川
幸
子
(
大
野
中
3
年
)

ウまポま怠メヴセ-ZJ
~ゆとりとこと{ぎ~

三 五三泳
三三三三ミ法三

ミ三E

現(Er生活ほっ とそーニング」の土曜

千1l''1キャスターとして、また昨年 3月ま

では「小さな旅」の案内人として活躍の

NHKエグゼクティブアナウンサー加賀

美幸子さんのトークショーです。

日時 2月 1日(土)開場 :午後 1時

会場中央公民館
申 し込み方法 はがきに住所、氏名、屯

祈帯分を記入して、よと性行政推進室(〒

254平塚市31:IIIJ3-1MNピル10階 ・s21-
7500)へ。入場は無料。 はがきは1人1枚、

申し込み多数の場合は抽選。 手話通訳、

保 育 (2歳以上) を ご 希 望 の 方はその旨

明記してく ださい。

女人会き制のクラブでの男性の会話を、

宝塚 OGがii!lじるというシニカルで、ウ

イ ット、ユーモアに'1.1んだ作品です。

ぜひ、ご観11・ください。

日目寺 2月11日(宇兄)開場 :午後2時

会場中央公民館
料金 AJ市2.000円、 BJ市1.500円

(令!市指定)

前 売り券 1月20日(井1)からMNピル101惜の女性行政-lffd1皇室で販売 (t-日

曜日は休み〉。 購入は1人5枚 ま で。保i'i'平'Jmの方は、，jir光り券購入時にお申し

込みくださu、。

~コフロードrg~イ
塁ユーさJお~r，サQ~~~~窪

女性行政推進釜宮21ー7500問い合わせ先

市税などの納付は安心 ・確実便利な口座撮替を

ご利用ください。申し込み手続きは市内にJ苫舗のあ

る金融機関(郵便局は除く)の本・支J苫の窓口で簡単

にできます。お問い合わせは収納課(内線280)へ。

(第10期〉

(第 8期)

〈第10期)

(第10期)

。公共下水道使用料

。 国民健康保険税

。 国民年金保険料

。清掃し原従量手数 料

今月納期の市税・手数料
1月31日(金)納期最終日
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5.聡員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況(平成8年4月1日現在) : い空f: 0 表 Rati. 
てのαワ "'UJ¥I 

区ミ押|雪期年 l官官庁25TI!併を 員;
高校率 I 236.1∞円 I 296.800円 I 359.7∞円 Il議よ 6つ 志会

授能労務職 I22銭就職 I 242.4∞円 I 305.3∞円 I 342.5∞内 11計三爽ぞハロ
憎ま位、卒業後直ちに採用され、引き 続 き 勤 務 山 る 場 合 は 問 一 :融会内 与 ;

67特別昇ゐの状況 :持台高 状 ;
区 分 | 合計 |一般行政股|技能労務職 Ilで笠:55 ご口

駿員滋 (A) I 1閑人 I 1.148人 | 間人 Ilえ夢ウ装 μu
普通界給期聞を短縮して I42人 | げ人 | ぉ人 I ~ 流器午 表

数 (8) I ~~" I "" I Ilてを省す 占、

比率 (8)/ 仏;' I 2% I 1% I 5% I ~ ぜお の :
;三宅寄 見 ;

すいに 『ムー
。るよ ト「

③給っ ノJ
8与て
荻突い

財
政
課
(
内
線
3
5
3
)
で
は
、
平
成
八
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
。
市
の
財
政
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
体
と
し
て
、
国
や
県
の
支
出
金
、
競
輪
事
業
の
収
益

金
、
市
債
(
借
入
金
)
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
表
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
の

財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
職
員
課

(
内
線
3
2
2
)
で
は
、
職
員
の
給
与
費
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区 分 平湾市 神奈川県

支給対象地媛 全地主翼 全 地主主
調

支 給 率 10% 市%
登

支給対象臓員 全職員
手

当
支給対露免職員1人当たり

435.801円
平均支給年額 (7年度決算)

(平成8:年4月1日現在)

3.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 (平成8年4月1臼現在)

行政聡 | 妓能労

平均給料月額

327.122円

276.774円302.949円

4.職員の初任給の状況 (平成8年4月18現在)

平 塚 市 国

区 分 採用2年経過 採用2年経過|
決定初任給

自給料月額
決定初任給

日給料月額

大学卒
I種 市0.5∞円 196.1C氾円

179.3∞円 192.筑旧内
一般行政犠 E種 169.00J円 182.5∞円

高絞卒 150.1∞円 165.300円 四種 137.900円 147白4∞円

22歳
妓能労務駿 165.3∞円 179.300円

(甲表)

区 分 平 t家 市 国

配偶者 16.700円 16.0∞円

主夫 配偶者以外の挟懇親族
6.8∞円 5.5∞円

重量 のうち2人まで

手 配偶者のtJ_い峨員の

当 主主餐親族のうち1人
11.2∞円 11.00J円

その他の扶獲親族 2.αxl円 2.αxl円

住 居 手 当 32.5∞円限度 27.α刃向限度

通 動 手 当
交通機関利用者実費 45.α氾円限度

片道1.5Km以上 片道2Km以上

区 分 全機種

職員全体に占める支給対象職員の割合 67.7% 
特手

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 (7年度決算) 237.617円
殊

手当の種類(手当数) 35種類
勧

務 当
代表的主王手当の名称ー-清掃作業手当、下水道総設作業手当

有害毒物取扱手当、災密等出動手当

平縁市 国

区 分 (平成7年度支給割合) (平成7年度支給割合)

期末 勤勉 期末 勤勉

3月期 0.52月分 0.5月分

期末・勤勉手当
6月期 u尚月分 0.6月分 1.6月分 0.6月分

12月期 1.975月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

署十 4.135月分 1.2月分 4.0月分 1.2月分

平均給料月額

般

357白410円

1.1刀.024千円

峨員 1人当たり

平均支給年額

額総給支

7.職員手当の状況

平 書量 市 国
区 分

自己都合 勧奨 ・定年 自己都合 勧奨定年

支
勤続20年 21.0月分 35.28月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 45.36月分 3375月分 44.55月分
給

勤続35年 47.5月分 62.7月分 47.5月分 62.7月分

最高限度額 62.7月分 62.7月分 60.0月分 62.7月分

その他の加算箔置
定年前早期退殴特例;昔鐙 定年前早期退殴特例箔置

(3-15%加算) (2-反防加鍔)

定年退.鰐 勤続旧年以上20年未満 1号給
選磁時特別昇給 一1号俸

特別昇給 勤続お年以上 一一ー 2号給

7年度退磯手当総員1人当たり 自己都合 勧奨定年

平均支給額(7年度決算)(金綴種) 1.926千円 25.729千円

平均勤続年数 6.1年 31.9年
457千円

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

毎週月~金曜日 9時

-毎週月~金曜日 9時-17時

。電話相談 毎週月~土曜日 9時~

17時(第 2・第 4土曜日を除く)

。青少年相談

-16時

。悩みごとは「ヤングテレホンJ
宮 33ー7830

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13~侍-18時30分)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

。ボランティア相談

日8時30分-17時

。結 婚 相 談 毎週日曜日10時-15時

(第 3日曜日は除く )

。母子相談 毎週月~金昭日 9時~

161時2

0家庭児童相談

時-161待

。婦人相談 2月13日(木)10時-15時

。高齢者職業相談 毎週月~金曜日

9時30分-16時

毎週月~金曜

毎週月~金曜日 9

-毎週月~木l帰日 9~侍30分-16時

(木曜日は12時まで)

。高年齢者職業相談 2月6日(木)、

3月6日(木)9時-12時

。消費生活相談 毎週金曜日 9時~

16時

。手話案内相談

12時30分

。一般市民相談

時-16時

毎週金曜日 9時~

毎週月~金曜日 9

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

ft21-7639 

福祉会館

もしもし健康相談
(保健センター)

ft34-1221 

ft33-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保健医

療)相談 2月13日(木)13時30分

-15時30分(予約制)

。生活支援相談 毎週月~金曜日 8

時30分-17時

。人権法律相談・行政相談 1月21

日(火)、 2月 4日(火)13時-16時

。一般法律相談毎週水曜日 13時~

16時 (予約制)

0登記・供託・測量相談 2月14日

(金)、 3月14日(金)13時-16時

。住宅(新・改築)相談 1月21日

(火)、 2月18日(火)13時-16時

。発明・考案・特許相談 2月 3日

(月)、 3月 3日(月)10時-15時

。労働相談 2月13日(木)、 3月13

日(木)13時-16時

。下請け取り引き巡回あっせん相談

1月16日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険・労災相談 2月

25日(火)10時-15時

。健康相談 1月20日(月)9時30分

-11時30分(予約制)

。建築設計・耐震相談 2月10日

(月)、 3月10日(月)13時-16時 -毎週月 ・木昭口10時-16時



集特

8.一般行政職等の級別聡員数の状況 (平成8年 4月1日現在)

区分 1級 2級 3級 H~ 5級 6級 7級 B級 妓労職

棟準的な 主事補
主事 主任 副主査

係長 課長補佐 際長 部長 妓能職

職務内容 技師衝 主査 副主幹 線長代理 参事 労務職

聡員数 29人 190人 120人 65人 170人 252人 242人 75人 5切人

構成 比 1.7% 11.2% 7び~ 3.9% 10.1% 14.9% 14.3% 4.4% 32.5% 

市

1.ω1千円

857千円

750千円

631千円

634千円

報酬(月額) li¥IJ 議 畏 556千円

議 員 516千円

市 長 3月期 0.5月分

期末手当
助 役 6月期 2.2月分

(7年度支給割合)
収 入 役 12月期 2.5月分

計 5.2月分

際会関係も同様の支給割合

平
成
八
年
度
一
般
会
計
予
算
の
九
月
末
日
現
在
の
状
況
を

中
山
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
歳
入
で
は
、

自
主
財
源
が
昨
年

同
期
比
で
約
二
・
一
%
(
約
十

一
億
八
千
六
百
万
円
)
増
え
た

も
の
の
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で
す
。
歳
出
で
は
、
義
務

的
経
費
が
約
五
・
八
%
(
約
十
七
億
八
千
万
円
)
増
え
て
お

り
、
行
政
運
営
に
や
や
硬
直
化
す
る
傾
向
が
出
て
い
ま
す
。

10依1.242万円

10億 788万円

第591号広報ひらつか回

3億 7.447万円

4億 7.830万円

5億 73万円

引な4.319万円

4億 7.500万円

4低 9.606万円

4億 200万円

2依 2.276万円

6億 3.613万円

2低 5.015万円

3低 126万円

職員数(8年4月1日現在)

会計

一 般会計

特別会計

-競輪事業会 計

-国民他成保険事業会計

.下水道 事業 会計

-都 市施設用地取得事業会計

.食肉センター会計

・交通災3共済事業会計

・水産物地方卸売市場事業会計

.総合公匝l用地取得事業会計

-老人保健医療事業 会 計

一般会計・特別会計合計

病 院事 業会計

全会計合計

~Ij 

の
予
算
額
は
前
年
同
期
比
で
約

0
・
三
%
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
入
・
歳
出
は

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
、
歳

出
の
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
比
は
右

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が
前

年
同
期
比
で
一

・
八
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
ま
す
。
依
存
財
源

は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
同
期

比
で
五
・
四
%
減
少
し
た
の
を

は
じ
め
、
市
債
に
つ
い
て
も

一

七
・
八
%
減
少
し
て
お
り
、
総

体
で
は

一
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
出
で
は
、
投
資
的
経
費
が

一
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
少
の
二

三
・
四
%
、
義
務
的
経
費
(
人

件
貨
と
扶
助
段
、
公
償
資
を
合

わ
せ
た
も
の
)
が
二
・
四
ポ
イ

ン
ト
増
の
四
二
・
八
%
と
な
っ

て
お
り
、
や
や
硬
直
化
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・
子
供
に
自
信
を

持
た
せ
る
育
て
方

子
供
に
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
子
育
て

を
し
て
い
く
よ
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
円
身
の
子
育
て
の
忙
し
さ
に
紛
れ

て
し
ま
う
と
、
つ
い
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
子
供
の
自
信
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
、
否
定

的
な
言
葉
を
繰
り
返
し
投
げ
掛
け
て
し
ま
う
こ

と
が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
向
信
の
な
か

っ
た
子
は
い
ま
せ
ん
。
親
や
周
り
の
大
人
た
ち

の
否
定
的
な
言
葉
や
態
度
を
小
さ
い
と
き
か
ら

繰
り
返
し
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
信
を
失

っ
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

子
供
た
ち
は
だ
れ
で
も
、
親
か
ら
自
分
の
良

さ
や
自
分
ら
し
さ
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
し
、

家
族
の
中
で
の
存
在
感
を
大
切
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
忙
し
い
H
々
の
子
育

て
の
中
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
子
供
に
自

信
を
持
た
せ
る
育
て
方
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
公
開
講
座
を
聞
く
一

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
蹴
さ
れ

て
い
る
臨
床
心
理
士
の
中
野
早
苗
先
生
を
招
い

て
「
子
ど
も
に
自
信
を
も
た
せ
る
育
て
方
」
を

テ
1
マ
に
、
公
開
講
座
(
講
演
会
)
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

1
月
初
日
(
木
)

マ
時
間

午
後
1
時
却
分
1
3時
却
分

マ
会
場
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
通
園
、
通
学
し

て
い
る
幼
児

・
児
童

・
生
徒
の
保
護
者

マ
定
員
加
入
(
申
し
込
み
不
要
)

av子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山山目的世
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

a章
司
自
司
明

る
と
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
も

民
十
回
百
四
r

}

.

¥
戎
Y
J

あ
り
ま
す
の
で
注
な
し
ま
し

山

い

に

)

よ

、

っ

。
予
防
策
と
し
て
、
一
つ
目

に
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

今
は
任
意
接
種
な
の
で
、
希

望
す
る
場
合
は
か
か
り
つ
け

冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
が
、
そ

の
症
状
と
予
防
策
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
風
邪
の

一
種
で
す
。

普
通
の
風
邪
よ
り
も
比
較
的

症
状
が
丞
く
、
伝
染
力
が
強

く
て
毎
年
の
よ
う
に
流
行
し

ま
す
。
潜
伏
期
間
は
短
く
、

感
染
後
二
日
ぐ
ら
い
で
痕
状

が
出
ま
す
。
諜
け
を
伴
、
っ
白

熱
が
出
て
体
が
だ
る
く
な
り
、

頭
痛
、
関
節
炎
な
ど
の
強
い

症
状
が
出
ま
す
。
ひ
ど
く
な

平成8年度の主な事業と予算(認設に)
〔生活・福祉環境づくり〕

・老人福祉施設入所委託 経 質

-遠藤原一般廃紫物最終 処 分 場 第 2期

整備日Jl-栄 (6-8年度継続)

-ごみ収集経費

〔産業・経済環境っく り〕

.中小企業金融対策経費

-仮称来立回工業団地整liiii推進経費

.漁港整備 ・利用調整事業

・勤労者金融対策事業

〔教育・文化環境づく り 〕

-小中学校校舎耐震補強・窓、ガラス飛

散防止対策事業

-太洋中学校校舎改修事業

-生徒用教育パソコン導入関係経費

.城島公民館新築事業

・総合公園改修事業

-桃浜町庭稼場改修事 業

〔都市環境づくり〕

-下水道:{Jl-栄
・都市計商街路整備 事 業 ( 八 幡 神 社 土

産線、仮称日向岡 トンネル等)

-幹総道路望整備事業

-公園用地取得事業 (なで しこ・ n土

大塚山等)

-狭あい道路整備事業

.土地区画整理事業

・平塚駅来降場移動施設整

備経費
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EEz--
平
成
八
年
度
当
初
予
算
の
金
計
で
は
競
輪
事
業
会
計
で
市
営

会
計
(
病
院
事
業
会
計
を
除
競
輪
の
実
績
補
正
等
の
四
十
五

く・

以
下
同
じ
)
の
合
計
は
、
一
億
一
一一
千
万
円
余
り
な
ど
、
合
計
百
八
十
九
億
三
千
三
百
六
十
五

千
四
百
十
億
六
千
八
百
五
万
四
七
十
八
億
六
千
五
百
六
十
万
四
万
八
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

千
円
で
し
た
。
そ
の
後
、

一
般
千
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。
は
、
前
年
同
期
比
で
約

一
・

会
計
で
道
路
新
設
改
良
事
業
、
こ
れ
ら
の
補
正
額
等
を
加
え
四
%
、
二
十
億
七
千
二
百
十
三

街
路
事
業
、
公
園
整
備
事
業
等
た
九
月
末
日
に
お
け
る
全
会
計
万
六
千
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

で
三
十

一
億
円
余
り
、
特
別
会
の
予
算
額
の
合
計
は
、

一
千

四

な

お

、

一
般
会
計
九
月
末
臼

円

円

円

円

円

円

円

)

)

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円
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成平

の
医
師
な
ど
に
相
談
し
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
は
=
一

歳
以
上
で
、

一
週
間
か
ら
四

迎
間
空
け
て
二
阿
ワ
ク
チ
ン

を
注
射
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
A

型、

B
型、

C
型
が
あ
り
、

年
に
よ
っ
て
流
行
す
る
型
が

違
い
ま
す
。
こ
の
流
行
を
予

測
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
作
っ
て

い
る
の
で
、
予
防
接
砲
を
し

て
も
追
う
型
が
流
行
し
た
場

合
は
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。
予
防
策
の
二
つ
日
は
、
、
つ

が
い
で
す
。
日
中
、
人
と
会

っ
た
り
外
で
活
動
し
て
い
る

と
、
知
ら
な
い
聞
に
ウ
イ
ル

ス
が
の
ど
に
感
染
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に

し
て
症
状
が
丞
く
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
、
つ
が
い

を
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
緑
茶
や
紅
茶
に
含

ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
と
い
ろ
成

分
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
止
す

る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
、
つ
が
い
の
時
に
お

試
し
く
だ
さ
い
。

av健
康
課
宮
(お
)
1
1
1
1

(
内
線
6
6
7
)

市民のみなさんかう市政に対すると意見、ご提案をいた

だくため、フリーダイヤル (送信料市負担)で24時間利用

できるファクスを設置しています。ぜひ、ご利用ください。

なでしこファクスをご利用ください
o 1 2 0 -7 0 4 5 8 9 FAX番号
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